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セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７６（昭和�）年生まれ。北海道出身。宇都宮大学

大学院修了（経済学修士）、埼玉大学大学院修了（経

営学修士）。開発集団、南混団、８空団、空幕防衛部、

空幹校、中空などを経て２０２４年６月から現職。専門は

軍事ドクトリン、旧海軍航空、習近平強軍思想。共著

に『アミオ訳孫子』（ちくま学芸文庫、�年）、『米

軍式人を動かすマネジメント』（日本経済新聞出版、

�年）、『黄色い零戦』（飛鳥新社、�年）、『マレ

ー進攻航空作戦』（芙蓉書房、�年）などがある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の伊藤３空佐が今

回のテーマをさらに深掘り

して解説し、防衛省職員と

突っ込んだ議論を行う「防

研セミナーブリーフィン

グ」が�月�日（月）午後

３時～４時まで、市ヶ谷の

Ｆ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

自

ら

に

有

利

と

な

る

認

知

態

勢

を

形

成

へ

　

『

孫

子

』

の

兵

法

に

「

人

を

致

し

て

、

人

に

致

さ

れ

ず

」

と

い

う

有

名

な

言

葉

が

あ

る

。

　

後

に

同

書

に

注

釈

を

付

け

た

十

一

家

の

一

人

、

北

宋

の

張

預

は

、

利

害

に

よ

っ

て

敵

を

こ

ち

ら

の

思

惑

通

り

に

動

か

し

て

、

虚

の

状

態

に

陥

ら

せ

、

こ

ち

ら

は

準

備

を

し

て

実

力

を

蓄

え

て

待

ち

構

え

る

と

解

説

す

る

。

　

中

国

は

春

秋

戦

国

の

時

代

か

ら

、

い

か

に

相

手

の

態

勢

を

崩

し

て

隙

を

突

く

か

と

い

う

認

知

が

探

求

さ

れ

、

実

践

さ

れ

て

き

た

。

こ

の

伝

統

的

思

考

に

最

先

端

技

術

と

西

洋

の

認

知

戦

研

究

が

融

合

さ

れ

た

の

が

中

国

独

自

の

認

知

戦

で

あ

る

と

言

え

る

。

　

中

国

に

お

け

る

認

知

戦

の

定

義

の

一

つ

は

、

ま

ず

、

多

く

の

最

先

端

技

術

を

活

用

し

、

多

層

的

な

情

報

手

段

に

よ

っ

て

、

影

響

を

与

え

た

い

対

象

の

視

点

、

態

度

、

観

念

、

自

己

同

一

性

、

自

信

、

信

念

、

信

仰

、

思

想

、

し

い

思

惟

な

ど

を

争

奪

す

る

。

　

そ

の

上

で

、

個

人

ま

た

は

集

団

の

政

治

・

経

済

、

社

会

、

文

化

、

国

防

軍

事

、

教

育

、

科

学

技

術

な

ど

の

領

域

に

お

け

る

特

定

の

▽

人

物

▽

事

件

▽

計

画

▽

政

策

▽

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

▽

軍

事

行

動

▽

制

度

▽

国

家

の

地

位

▽

国

家

の

大

戦

略

▽

国

家

の

歴

史

▽

国

家

の

未

来

発

展

目

標

▽

伝

統

文

化

概

念

―

―

な

ど

、

関

連

す

る

問

題

の

認

知

に

影

響

を

与

え

、

支

配

と

操

作

を

行

い

、

自

ら

に

と

っ

て

有

利

な

認

知

態

勢

を

形

成

す

る

と

い

う

も

の

だ

。

　

ま

た

、

中

央

人

民

政

府

は

「

西

側

諸

国

が

国

際

伝

播

の

不

合

理

な

秩

序

を

形

成

し

、

国

際

伝

播

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

を

利

用

し

て

い

る

た

め

、

中

国

に

対

し

て

さ

ま

ざ

ま

な

世

論

戦

と

認

知

戦

を

仕

掛

け

て

お

り

、

中

国

の

発

展

に

対

す

る

国

際

社

会

の

誤

っ

た

認

識

を

形

成

し

、

国

家

イ

メ

き

そ

ん

ー

ジ

を

毀

損

し

、

中

国

が

正

当

に

発

展

す

る

権

利

を

否

定

し

よ

う

と

し

て

い

る

」

と

の

公

式

見

解

を

示

し

て

い

る

。

　

こ

の

複

雑

か

つ

厳

し

い

国

際

世

論

闘

争

を

戦

い

抜

く

た

め

、

中

国

は

、

伝

播

力

が

影

響

力

を

決

定

し

、

「

話

語

権

こ

そ

が

主

導

権

と

な

る

」

と

い

う

認

識

の

も

と

、

「

新

型

大

国

関

係

」

「

人

類

運

命

共

同

体

」

「

習

近

平

強

軍

思

想

」

「

一

帯

一

路

」

―

―

と

い

っ

た

言

葉

に

代

表

さ

れ

る

、

よ

り

効

果

的

な

「

国

際

話

語

権

」

と

国

際

伝

播

シ

ス

テ

ム

を

構

築

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

　

こ

の

よ

う

に

、

西

側

諸

国

か

ら

の

認

知

戦

を

跳

ね

返

し

、

中

国

に

と

っ

て

有

利

な

国

際

環

境

を

構

築

す

る

た

め

、

国

際

話

語

権

と

国

際

伝

播

能

力

を

認

知

戦

と

一

体

的

に

運

用

し

よ

う

と

す

る

点

も

、

中

国

の

認

知

戦

の

特

徴

と

言

え

よ

う

。

国

家

利

益

の

核

心

を

成

す

「

国

際

話

語

権

」

　

中

国

は

、

「

習

近

平

重

要

講

話

」

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

に

、

言

葉

、

特

に

文

章

化

さ

れ

た

言

葉

に

重

き

を

置

い

て

い

る

。

国

共

内

戦

時

の

「

毛

沢

東

主

席

の

雄

弁

な

文

章

に

よ

っ

て

敵

の

５

個

師

団

を

撃

退

し

た

」

と

い

う

故

事

が

示

す

と

お

り

、

世

論

戦

に

お

い

て

無

形

の

剣

を

抜

く

こ

と

も

軍

事

力

の

重

要

な

要

素

と

考

え

て

い

る

。

　

「

国

際

話

語

権

」

と

い

う

言

葉

は

あ

ま

り

聞

き

慣

れ

な

い

が

、

対

外

経

済

貿

易

大

学

の

梁

凱

音

教

授

の

定

義

に

よ

れ

ば

、

国

家

利

益

の

核

心

を

成

す

も

の

で

あ

り

、

中

で

も

社

会

発

展

事

業

と

国

事

行

為

に

関

し

て

意

見

を

発

表

す

る

権

利

を

指

す

。

　

そ

し

て

、

そ

れ

は

、

①

話

語

の

施

行

者

や

伝

播

者

、

政

府

組

織

、

非

政

府

組

織

、

言

語

ま

た

は

非

言

語

の

使

用

の

指

定

②

政

治

、

軍

事

、

経

済

、

文

化

、

社

会

生

活

を

包

含

し

た

国

益

や

国

際

的

責

任

に

関

す

る

内

容

③

話

語

の

効

果

を

高

め

る

た

め

の

対

象

者

の

選

定

④

話

語

が

表

明

さ

れ

る

媒

体

や

チ

ャ

ネ

ル

⑤

立

場

、

主

張

、

視

点

か

ら

得

ら

れ

た

結

果

―

―

の

５

つ

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

。

平

和

的

台

頭

物

語

で

対

外

世

論

環

境

創

出

　

習

近

平

体

制

下

の

中

国

は

、

１

８

４

０

年

の

ア

ヘ

ン

戦

争

以

来

、

今

も

西

側

諸

国

に

よ

っ

て

虐

げ

ら

れ

て

い

る

と

い

う

自

己

認

識

の

下

、

中

国

の

総

合

的

な

国

力

と

国

際

的

地

位

に

見

合

っ

た

国

際

社

会

で

の

発

言

力

を

獲

得

す

る

と

共

に

、

中

国

の

改

革

、

発

展

、

安

定

に

有

利

な

対

外

世

論

環

境

を

創

出

し

よ

う

と

い

う

積

極

的

姿

勢

を

示

し

て

い

る

。

　

そ

の

文

脈

の

中

で

、

習

近

平

強

軍

思

想

は

、

国

益

と

人

民

の

保

護

の

た

め

の

国

力

に

見

合

っ

た

軍

事

力

の

獲

得

や

、

国

際

平

和

活

動

な

ど

へ

の

貢

献

に

よ

る

平

和

的

台

頭

と

い

う

物

語

の

一

つ

と

し

て

、

政

府

や

人

民

解

放

軍

が

ネ

ッ

ト

上

で

積

極

的

に

発

信

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。


